
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

専門家に学ぶ 
～ゲストティーチャーによる学び～ 

４年生 防災教育 
～災害から人々を守る活動～ 

 １月１０日（金）、 ４年生は、社会科「自然災害から

人々を守る活動」で、講師をお招きして学習を深めま

した。講師の先生は、「一般社団法人 ７DAYS 山岳

災害レスキュー連合会」代表の白木川直己さんと白木

川珠実さんです。 

白木川さんは、実際に山で遭難された多くの方を救

助されています。その現場の様子や救助の方法など

を写真や動画等を使って説明されました。また、球磨

川の水害、能登半島地震の現場にも行かれて救助活

動を行った様子についても伝えていただきました。そ

の後は、体験型の学習になり、リアルな世界を想定し

て「自分だったらどうする？」と考えながら、三つのミ

ッションをクリアしていく学習になりました。 

【ミッション１】山で遭難者がでました。その時の山の

様子がこの写真です。その時、この中のどのグッズを

持って助けにいきますか。（白木川さんには、たくさん

の道具や身の回りの物を用意していただきました）必

要な物をグループで話し合って決め、その理由を白木

川さんに報告。 

 

 

。 

【ミッション２】次は、水難事故です。これも写真から判

断して、その時に何が必要かを考えることができまし

た。 

次に、実際の救助用のドローンを白木川さんがデモ

ンストレーションで飛ばしていただきました。 

【ミッション３】子供たちは、小型のドローンを実際に

飛ばして、救助者を探すというものです。一人ずつ全

員が行いました。１０ｍくらい離れたところに先生が立

ち、そこに向けてドローンを飛ばし先生が胸元でキャ

ッチしたら合格！子どもたちは、巧みにドローンを操

縦することかできました。 

 

 

６年生 アスリートから学ぶ 
～できるという気持ちを大切に～ 

１月２０日（月）、スポーツ庁 

主催のアスリート派遣事業で、 

講師にバレーボール選手の 

大山未希さんをお招きし、 

体育実技指導及び講話を 

いただきました。大山さん 

は、東京都出身で小学校、中学校（成徳学園中学）、高

校（下北沢成徳）で全国優勝、さらに V リーグ（東レ・

アローズ）で三連覇されました（姉は JAPAN で活躍

された大山加奈さんです）。 
  まずは、体ほぐしの運動を行いました。その後、実技
指導として、レシーブ体験やボールを使ったトレーニン
グ、パスなどの基礎練習などを行いました。 

最後に講話では、「仲間への思いやり」、「団体競技を
やって良かったこと」などを話され、特に強調されたの
は、「できると思うこと」という言葉でした。自信がない
状態だと何をやってもうまくいかなった経験を話さ
れ、子供の時は、自信満々でやっていたから（自己肯定
感が高かったから）楽しく上手になれたと・・・。やはり、
自己肯定感を高めることで、「チャレンジ精神を育み、
結果的に成功していくんだな」と考えさせられました。 

１・２年生 

お話会 

１月２３日（木）、マンドリンアンサンブルロマネスクの高
村秀夫さん（元合志市教育長）、水上明子さん、山田昌子
さんをお招きして、お話会をしました。マンドリン、マンド
ラ、ギターを弾きながら、となりのトトロや大きなのっぽ
の古時計などを演奏され、子どもたちは楽しく歌うこと
ができました。また、「きつねびらの話」などをしていただ
き、子どもたちは楽しんで聴いていました。 

道徳教育講演会（文科省堀田教科調査官来校） 
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子どもたちは、様々な場
面を想定して、グループで
何を持って行くかを考え、
なぜそれが必要なのかと理
由を添えて報告することが
できました。 

 

最後に、白木川さんは
「困っている人がいたら
助けることができる人」
になってくださいと話さ
れました。ボランティアで
全国の人を助けている白
木川さんの話を子どもた
ちは、真剣なまなざしで
聞くことができました。 

 

１月２２日（水）、文科省から
堀田教科調査官をお招きして
道徳教育の講演会を行いまし
た。中島教育長を始め、県内外
から参加していただきました。
学んだことを今後の授業に生
かしていきたいと思います。 


